
                                   令和 4年 8月 9日 

一般社団法人日本スノースポーツ＆リゾーツ協議会 

 

令和３年度事業報告 

 

理事会の開催 

通常理事会 

日時 令和 3年 8月 27日（金） 

会場 オンライン 

議題 報告事項 会長及び専務理事の職務執行報告 

   審議事項 第 1号議案 令和２年度事業報告 

第 2号議案 令和２年度決算 

第 3号議案 社員総会招集 

臨時理事会 

日時 令和 3年 10月 22日（金） 

会場 書面決議 

議題 役員の選任 

 

臨時理事会 

日時 令和 3年 12月 14日（火） 

会場 オンライン 

議題 社員の追加承認 

社員総会の開催 

 

通常社員総会 

日時 令和 3年 8月 27日（金） 

会場 オンライン 

議題 審議事項 第 1号議案 令和 2年度決算 

        第 2号議案 任期満了に伴う理事、監事の選任 

報告事項 第 1号議案  令和 2年度事業報告 

        第 2号議案  令和 3年度予算 

        第 3号議案  令和 3年度事業計画 

 

活動報告 

1.国内需要喚起事業 

（１）インタビュー等のホームページ掲載 

    スキーバブルともいえる 90年代と比べるとスノースポーツ人口は減少しているが、この

コロナ禍に在っても利用者目線に立ち、顧客満足度を上げることにより入場者数を更新し



ているスキー場もある。また、スノースポーツに限らずスノー関係は、観光の閑散期である

冬期の貴 重な観光資源であり、スキー場は過疎地域にとっての基幹産業でもあることから、

観光振興、地域振興の点からも、国や自治体の期待が大きい。これらをホームページ等を通

し紹介することにより、スノー関係者に未来に自信を持っていただくとともに、サービス業

の立場に立ち顧客満足度を上げていただくことが需要喚起につながる。今後ともこの取り

組みを続けてゆく。 

（２）スキー発祥 110周年事業の推進。 

    前年に引き続き、110 周年のシンボルマーク等を全国のスキー場等に配布した。また関

係団体の各種活動に 110周年の冠をかぶせることでスノースポーツを盛り上げる活動を進

めた。映画「ヒノマルソウル」のタイアップポスターを作成し全国のスキー場等に配布し

た。 

（３）新型コロナウイルスガイドラインの改正 

    安心してスノースポーツを楽しんでいただくため「スキー場における新型コロナウイル

ス対応ガイドライン」を昨年度作成し内閣官房の業種別一覧表に掲載されたが、その後の

新たな知見、内閣官房コロナ対策室の各業界に対する統一的な指示等を踏まえ、全面的に

改正した。 

（４）その他 

    医者、大学等と連携し、スキーは中高年者の健康増進に役立つことのエビデンスの確立

を目指すことについては、引き続き検討を進める。 

２.インバウンド対策事業 

（１）国の予算の確保 

     国際観光旅客税の創設を機に、令和 2年度予算で約 20億円の「国際競争力の高いスノー

リゾート形成事業」が創設された。これはハード事業にも使える画期的なものである。同税

の税収がほとんど見込めない中ではあるが、自由民主党ウインタースポーツ＆リゾーツ議

員連盟を通しての要望活動等もあり、令和 4 年度については、令和 3 年の補正予算「訪日

外国人旅行者受入環境整備緊急対策事業」の中で、令和 3年度に近い額が確保された。 

（２）国内のスキー場情報等の海外発信 

  ホームページに「国内スキー場一覧」を掲載しており、英語版を通して海外発信に寄与し

ている。 

３.人材育成事業 

    コロナ禍で人流が制限されていることもあり進んでいない。ホームページで、スキー場の

成功事例などを紹介しているが、これらを参考に、経営者の意識改革、グリーンシーズンの 

活用による通年雇用などが進むことが、人材育成にもつながると期待される。 

４.要望活動 

   12月 10日に自由民主党ウインタースポーツ＆リゾーツ議員連盟の総会を開催していただ

き、その場で関係省庁に対し、国際観光旅客税の税収が見込めない中での「国際競争力の高

いスノーリゾート形成事業」の存続等の要望を行った. 

 



５.総合情報センター事業 

・関係者のインタビューなどをホームページに掲載. 

  ・スノースポーツ人口拡大に貢献しうるものとして映画「ヒノマルソウル」の宣伝に協力. 

  ・ホームページに「国内スキー場一覧」を掲載. 

  ・ウインターレジャー白書の発行 

６.組織基盤整備 

  体制強化のため、一般社団法人日本索道工業会に社員として、東急リゾーツ＆ステイ株式会

社、アルピナリゾーツの 2社に幹事会員として加入いただいた。またヨーロッパのスキー事情

に精通している山田桂一郎氏に参与に就任いただいた。コロナ禍で厳しい中、引き続き会員確

保に努めたい。 

 

 

 


